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　管内３町村の地域住民の交流と文化活動
の発信を目的に９回目を迎えた今年は、開
催地である笠置町以外の和束町や南山城村
からも多くの来場者を迎え、地域の人によ
る、地域の人のための事業として定着して
きました。

　体験コーナーでは人気のレジンアクセサ
リー作りとマニキュア雑貨作りを楽しみま
した。大人も子どもも楽しめる内容でいい
宵涼みができました。また、笠置町南部青
年団のみなさんが運営に協力するなど、地
域の文化活動を発信する３町村のイベント
としても根付いてきています。

　また会場には“地域の味力コーナー”も
設けられ、来場者はいろいろな場所で宵涼
みを楽しみました。
　最後には、ステージのラストを飾る「江
州音頭」に合わせて、スタッフと来場者が
一緒になり、昔懐かしい盆踊りで盛りあが
りました。

　７月６日（土）、笠置いこいの館の屋外エントランスにおいて、相楽東部広域連合社会教育委員
会議主催による『第９回宵待ち隣町の宵涼み会』が開かれ、約400人が来場しました。

オカリナの綺麗な音色が会場全体に響きました

レジンアクセサリー作りの様子

ストローの矢で狙いを定めて

ボール転がしで運試し

素晴らしい歌声が聞こえてきました

江州音頭の様子

味力コーナー（露店）の様子

マニキュア雑貨作りの様子

ダブルダッチのかっこいいステージ

特集
◆
News第9回	宵待ち隣町の宵涼み会

笠置町・和束町・南山城村 3町村地域交流事業
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地
域
お
こ
し
企
業
人
の
紹
介

 
　

私
が
笠
置
町
の
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

志
望
し
た
理
由
は
、
旅
行
代
理
店
で
地
域
振
興
事
業
に
15
年

取
り
組
ん
で
き
た
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
笠
置
町
へ
の
観
光
客

の
誘
客
と
特
産
品
の
開
発
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
た
た
め
で

す
。

　

営
業
現
場
で
は
、
多
く
の
お
客
様
と
接
し
会
社
の
利
益
拡

大
の
た
め
に
数
字
と
格
闘
す
る
毎
日
で
、
お
客
様
1
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
時
に
地
域
振
興
を
勉

強
し
て
い
た
時
に
感
じ
た
「
地
域
の
方
々
を
笑
顔
に
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
総
務
省
の
派
遣
事
業
に

エ
ン
ト
リ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
笠
置
町
役
場
の
方
々
や
京
都
府
か
ら
笠
置
町
の
観

光
に
関
す
る
現
状
を
聞
き
、
今
だ
か
ら
こ
そ
笠
置
町
に
関
わ

れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
、
と
の
思
い
が
と
て
も
強
く
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
移
住
事
業
に
も
興
味
が
あ
り
、
ま
さ
に
笠
置
町

は
私
の
求
め
て
い
る
環
境
で
し
た
。
今
後
は
笠
置
町
へ
の
観

光
客
の
誘
致
を
進
め
る
た
め
に
産
品
開
発
や
特
産
品
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
笠
置
町
の「
食
」「
体
験
」「
宿

泊
」
に
関
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
も
お
こ
な
う
予
定
で

す
。

�

　

岸き
し

本も
と

考た
か

夫お

笠
置
駅
に
３
０
０
個
の

風
鈴
設
置

　

７
月
５
日
（
金
）
に
笠
置
町
商
工
会
観
光
部
会
（
部
長
小

林
慶
昭
）
に
よ
る
地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
笠
置
駅

舎
内
に
３
０
０
個
の
風
鈴
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

笠
置
に
訪
れ
る
方
々
に
涼
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
お

こ
な
わ
れ
、
今
回
で
４
回
目
の
実
施
に
な
り
ま
す
。

　

風
鈴
に
は
京
の
七
夕
の
短
冊
が
付
け
ら
れ
、
中
に
は
笠
置

寺
に
伝
わ
る
「
解
脱
鐘
」
を
模
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
７
月
５
日
（
金
）
〜
８
月
末
（
予
定
）
ま
で
で
す
。

　

設
置
時
に
は
笠
や
ん
も
駆
け
つ
け
、
風
鈴
の
音
色
に
耳
を

傾
け
涼
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
笠
置
駅
に
風
鈴
を
見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

まち＊むらの 話題

水
道
水
は
ど
う
し
て
で
き
る
の

〜
水
道
施
設
見
学
〜

　

6
月
25
日
（
火
）
、
和
束
小
学
校
で
は
4
年
生
28
人
が
和

束
中
央
浄
水
場
を
見
学
し
、
水
道
水
が
で
き
る
仕
組
み
を
学

習
し
ま
し
た
。

　

和
束
町
役
場
職
員
か
ら
施
設
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も

ら
い
、
川
か
ら
汲
み
取
ら
れ
た
水
が
ポ
ン
プ
を
通
し
て
原
水

調
整
槽
・
一
次
ろ
過
装
置
・
ろ
過
調
整
槽
・
緩
速
ろ
過
池
・

浄
水
池
、
そ
し
て
配
水
池
へ
と
運
ば
れ
て
い
く
過
程
の
説
明

を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
管
理
棟
の
中
央

監
視
室
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
水
道
施
設
を
管
理
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
学
し
、
児
童
た
ち
は
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　

見
学
の
最
後
に
は
、
児
童
か
ら
数
多
く
の
疑
問
・
質
問
が

出
さ
れ
、
職
員
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
こ
の
日
の
水
道
施
設
の
見
学
を
通
し
て
、
浄

水
場
が
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水
を
つ
く
る
重
要
な
施
設

で
あ
る
こ
と
と
、
資
源
で
あ
る
水
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

和束町中央浄水場にて

300個の風鈴と竹笹

風鈴の音を聴く笠やん
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和
束
保
育
園
プ
ー
ル
開
き

　

７
月
10
日
（
水
）
、
和
束
保
育
園
で
は
子
ど
も
達
が
待
ち

に
待
っ
た
「
プ
ー
ル
開
き
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

園
長
先
生
と
担
任
の
先
生
か
ら
プ
ー
ル
に
つ
い
て
の
話
や

水
遊
び
に
つ
い
て
の
注
意
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
着

に
着
替
え
、
は
り
き
っ
て
準
備
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
、
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
に
入
る
と
、
み
ん
な
大
喜
び
で
「
気
持
ち
い
い

ね
。
」
「
楽
し
い
な
ぁ
。
」
と
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
年
長
児
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、
乳
児

は
初
め
て
プ
ー
ル
に
入
る
子
も
い
て
、
び
っ
く
り
し
た
顔
を

す
る
子
や
、
嫌
が
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
た
く
さ
ん
プ
ー
ル
遊
び
や
ど
ろ
ん
こ
遊
び
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
９
日
（
火
）・
10
日
（
水
）
の
２
日
間
、
宇
治
茶
会

館
（
宇
治
市
）
に
お
い
て
、
第
37
回
京
都
府
茶
品
評
会
の
審

査
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
に
は
、
煎
茶
（
45
点
）・
か
ぶ
せ
茶
（
53

点
）・
玉
露
（
72
点
）・
て
ん
茶
（
131
点
）
が
出
品
さ
れ
、

「
お
茶
の
形
や
色
・
香
・
味
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
審
査
が

お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
南
山
城
村
で
は
煎
茶
の
部
に
お
い
て
、

コ
ー
カ
共
同
製
茶
（
高
尾
）
が
見
事
１
等
１
席
の
栄
誉
に
輝

保
育
園

な
つ
ま
つ
り

　

7
月
5
日
（
金
）
、
南
山
城
保
育

園
で
は
、
み
ん
な
で
飾
っ
た
七
夕
の

笹
の
前
に
、
畑
で
採
れ
た
野
菜
を
お

そ
な
え
し
て
、
歌
を
う
た
っ
た
り
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
見
た
り
、
七
夕
さ

ま
に
お
願
い
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
6
日
（
土
）
は
、
保
護

者
会
と
の
共
催
事
業
と
し
て
『
な
つ

ま
つ
り
』
を
開
き
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
の
“
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
・
巾
着
の
せ
い
さ
く
”
職
員

手
作
り
の
“
さ
か
な
つ
り
・
か
ら
だ

あ
そ
び
”
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
遊
び
を

楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
遊
戯
室
で
“
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
”
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

連
日
楽
し
い
行
事
が
続
き
ま
し
た
。

か
れ
ま
し
た
（
農
林
水
産
大
臣
賞
申
請
予
定
）
。
そ
の
ほ
か
、

１
等
２
席
に
は
中
窪
耕
司
さ
ん
（
田
山
）
が
、
１
等
３
席
に

は
木
野
友
美
子
さ
ん
（
今
山
）
が
入
賞
さ
れ
る
と
と
も
に
、

京
都
府
知
事
優
勝
旗
（
産
地
賞
）
の
受
賞
（
20
年
連
続
の
27

回
目
）
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
生
産
者
の
み
な
さ
ん
の

ご
努
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

京
都
府
茶
品
評
会
で
20
年
連
続
の
産
地
賞

まち＊むらの 話題

南
山
城
村

和
束
町

保護者会のプレゼントコーナー

和束保育園プール開き

「さかなつり」コーナー
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まち＊むらの 話題

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式

和
束
Ｂ
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
一
般
開
放

南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

和
束
町
・
南
山
城
村

3
町
村

　

和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

開
放
期
間　

７
月
20
日
（
土
）
〜
8
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
　

※�

た
だ
し
、
火
曜
日
・
木
曜
日
は

　
　
　
　
　

休
館
日
で
す
。

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
担
当

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
3
0
0
1
（
直
通
）

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
立
南
山
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
を
実
施
し
ま
す
。

村
内
外
を
問
わ
ず
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
開
放
期
間

　
　
　
　

８
月
10
日
（
土
）
〜
15
日
（
木
）

利
用
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル

プ
ー
ル
利
用
に
係
る
注
意
事
項

◦�
小
学
生
以
下
の
児
童
・
幼
児
が
、
プ
ー
ル
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の
責
任
に

よ
り
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�
プ
ー
ル
利
用
さ
れ
る
方
は
、
体
調
に
つ
い
て
の
自
己
管
理
を
行
い
、
利
用
は
自
己
責
任
で
お

願
い
し
ま
す
。

◦�

利
用
の
際
は
、
プ
ー
ル
安
全
監
視
員
等
の
指
示
に
従
い
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0
（
直
通
）

　

７
月
10
日
（
水
）
、
和
束
町
役
場
で
は
和

束
町
長
、
南
山
城
村
役
場
で
は
南
山
城
村
長

と
、
11
日
（
木
）
、
笠
置
町
役
場
で
は
笠
置

町
長
と
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
・
亀

井
律
子
本
部
長
の
連
名
に
よ
る
自
衛
官
募
集

相
談
員
の
委
嘱
状
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
杉
本
治
さ
ん
と
木
崎
茂
さ
ん

に
、
南
山
城
村
で
は
北
久
保
和
夫
さ
ん
に
、

笠
置
町
で
は
佐
野
巧
樹
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
今
後
２
年
間
、
自

衛
官
志
願
者
に
対
し
て
、
情
報
提
供
や
地
域

で
の
広
報
活
動
に
協
力
し
ま
す
。

和束町自衛官募集相談員委嘱式（左 杉本さん　右 木崎さん）

南山城村自衛官募集相談員委嘱式（中央）北久保さん 笠置町自衛官募集相談員委嘱式（中央）佐野さん

利用料金
町内在住者 町外在住者

幼　児 50円 80円
小・中学生 100円 150円
高校生・一般 150円 200円
※�小学３年制以下の方がご利用の場合は、保護者
の同伴が必要です。

※利用料金は、ご利用当日受付でお支払いください。

　天候が不順な時や急変した時は、予
告なく中止や利用時間の短縮をするこ
ともありますので、ご了承ください。
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行政	A d m i n i s t r a t i o n

�「緑の募金」に
45,961円（南山城村）
　緑の募金（春期）には各地区・自治会のご協力に
より、ご家庭や事業所などのみなさんから多くの募
金をいただきました。
　寄せられた募金は、公益社団法人京都モデルフォ
レスト協会で集約され植樹活動や環境学習などの緑
化関係事業に利用される予定です。
　ご協力ありがとうございました。

日赤活動資金に
425,100円（南山城村）
　日本赤十字社の活動資金には、各地区・自治会の
ご協力により、ご家庭のみなさんから多くの募金を
いただきありがとうございました。
　寄せられた募金は、日本赤十字社京都府支部で集
約され、災害救護事業や救急法の講習普及などに活
用されます。本村においても、災害時用備品等の購
入をおこなう予定です。

平沼村長が就任（南山城村）
　手仲前村長の任期満了に伴い、６月23日の選挙で新しく
平沼村長による村政がスタートしました。
　７月１日（月）、職員や住民が出迎えるなか初登庁した平
沼村長。
　職員に対して「村民第一で、村民に満足してもらうために
も、まず職員が満足できる職場環境をつくる。これからいろ
いろな政策に取り組んでいくので、ご協力をよろしくお願い
します。」と訓示をおこないました。

　就任のご挨拶　

　村民の皆さま初めまして、この度の手仲前村長退任に伴う
村長選挙で、多くの皆様よりご支持を得まして村政を預かる
身となりました。
　誠に有難くまた、身の引き締まる思いであります。
　私が、村長選挙に立候補いたしましたのは、日本中の問題
ではありますが、村の少子高齢化による人口減少が進み、村
の将来を憂えたからです。
　若者の流出ばかりか、ご高齢者の村離れなどは、加速度的
に増えそうな勢いです。
　この問題が解決されない限り何事も解決できません。
　小さなお子様からご高齢の皆様まで、この村に住んで居て
良かったと思える村にしなくてはなりません。
　口で言うのはたやすいことですが、色んな施策を持って、
しかもスピード感を持って様々な課題に取り組んでいかなけ
ればなりません。
　私は、住民本位＝住民主権を忘れることなく住民皆様の利
益を第一とし、住民皆様に満足していただける村政を目指し
ます。
　住民があってこそ村があるのですから。
　選挙期間中に述べました公約、政策については、直ちに出
来るものとして、「今日の村を創る」、また少し時間のかか
るものは、「明日の村を創る」、という風に仕分けをして実
行に移します。
　これからは、平沼村長として皆様方に早くなじんで頂けま
すよう全力を尽くします。
　この村をもっともっと良くするため、村民の皆様と力を合
わせ素敵な村を創ってまいりたいと考えておりますので、ご
理解とご協力を賜わりますようよろしくお願い申し上げます。

手仲前村長、山村前副村長退任 　　　

　手仲前村長は、４年の任期を満了し６月28日（金）
付けで、役場会議室で開かれた「退任式」を最後に退
職されました。
　退任式で手仲前村長は、３期12年の苦労と成果を
振り返り職員に感謝を述べられました。
　また、山村前副村長は６月30日（日）付けで退職
されました。

手仲前村長・山村前副村長退任式

７月１日　初登庁の様子
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行政	A d m i n i s t r a t i o n

　し尿くみ取りの手数料は、現行の126円/10ℓから128
円/10ℓに改定する予定です。みなさんのご理解ご協力を
お願いします。
　◇新券は８月１日（木）から販売を開始します。
　◇�10月１日（火）以降のくみ取り時には、新券（128
円）が必要です。９月30日（月）までは、現行券を
利用ください。

　◇新券の購入は
　　笠 置 町：役場税住民課・産業振興会館・笠置会館
　　和 束 町：役場会計課・人権ふれあいセンター
　　南山城村：�役場税財政課・農協南山城村支店・東山商店

　◇使えなくなった券の還付請求は
　　笠 置 町：役場税住民課
　　和 束 町：役場農村振興課
　　南山城村：役場産業観光課
　　※�くみ取り券の購入と払い戻しはお住まいの町村でお願いします。
　　　各町村専用券です。
問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2301（代表）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村産業観光課　☎0743・93・0105（直通）
　相楽郡広域事務組合　☎0774・72・0421

10月からし尿くみ取り手数料を改定します

和束町職員（一般事務職）採用試験要項
１．職種・採用予定人数・応募資格
職　種 採用予定人数 応　募　資　格

一般事務職 若干名 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する平成元年４月２日以降に生まれた人
※ただし、地方公務員法第16条各号に規定されている次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　１．成年被後見人または被保佐人（法改正の経過措置として準禁治産者を含む）
　２．禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人

２．試験実施日および内容
　　第１次試験　実 施 日／９月22日（日）
　　　　　　　　試験内容／教養試験、適性検査
　　第２次試験　�実施日および内容については、
　　　　　　　　第１次試験合格者に通知します。
　　第３次試験　�実施日および内容については、
　　　　　　　　第２次試験合格者に通知します。
３．応募受付期間
　　�　８月１日（木）から８月23日（金）まで（ただし、閉庁
日は除く）。午前８時30分から午後５時15分まで。郵
送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱
書きし、必ず簡易書留で送付してください。（令和元年
８月23日（金）必着）

４．提出書類
　　・和束町職員採用試験申込書
　　　（和束町役場総務課にあります）

　　・和束町職員採用試験エントリーシート
　　　（和束町役場総務課にあります）
　　　ホームページでもダウンロードができます。
　　　http://www.town.wazuka.lg.jp/
　　・履歴書（市販のものに、最近３か月以内に撮影した写真を貼付）
　　・受験票返信用封筒
５．採用予定日
　　令和２年４月１日
６．給与
　　�　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給
されます。

７．受付場所・応募についての問合せ先
　　�〒619―1295
　　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の２
　　和束町役場総務課
　　　☎0774・78・3001（内線�311）

　社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行
の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明る
い社会を築こうとする全国的な運動です。
　７月は、社会を明るくする運動の強調月間です。その一
環として、笠置町では７月９日（火）に、早朝よりJR笠
置駅前において、街頭啓発をおこないました。
　その後、笠置町産業振興会館にて、社会を明るくする運
動笠置町推進委員会が開かれ、内閣総理大臣からのメッセ
ージを保護司の田中正嗣さんから推進委員長である笠置町
長に伝達されました。また、学校関係団体・町内各種団
体・警察機関などによる活動報告を受けて、犯罪や非行の
防止や立ち直りに関して、地域社会の理解と協力を深める
ための情報交換をおこないました。
　和束町では、７月３日（水）午前７時30分から白栖橋
交差点付近で街頭啓発をおこないました。

　啓発活動には和束町社会を明るくする運動連絡協議会を
構成する各種団体の代表ら20人余りの方が参加され、通
勤通学途中のドライバーや学生らに啓発パンフレットなど
を配りながら、運動への協力を求めていました。
　また１日（月）には小学校と保育園を、３日（水）には
中学校を訪問し、児童生徒に一言ずつメッセージを伝えま
した。

第69回社会を明るくする運動街頭啓発活動

白栖橋交差点付近（和束町）街頭啓発の様子（笠置町）
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連
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会

 「
笠
置
町
図
書
室
」

９
月
１
日（
日
）い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

　

笠
置
町
中
央
公
民
館
図
書
室
は
９
月
１
日
（
日
）
、
駅
前
の
笠

置
町
産
業
振
興
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
移
転
し
、
名
称
も
「
笠
置
町

図
書
室
」
に
変
更
し
ま
す
。

　

新
し
い
図
書
室
は
、
オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
生
涯
学
習
、
子
ど
も
の
読
書
推

進
の
拠
点
と
し
て
幅
広
い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
る
図
書
室
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
室
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

図
書
室
を
利
用
さ
れ
る
際
の
駐
車
場
は
、
産
業
振
興
会
館
下
の

町
営
第
１
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

図
書
室
は
引
っ
越
し
作
業
に
伴
い
８
月
16
日（
金
）午
後
５
時
以

降
、右
記
オ
ー
プ
ン
日
ま
で
休
室
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。休
室
中

の
返
却
に
つ
い
て
は
移
転
後
ま
で
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室
も
、
８

月
28
日
（
水
）
か
ら
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
に
移
転
し
ま
す
。

開室時間　�水曜日〜日曜日
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　�月曜日・火曜日
　　　　　閲覧日（本の閲覧と返却は可能）
　　　　　※９月２日（月）・３日（火）は貸出可
　　　　　　午前９時～午後５時
　　　　※祝日：開室、年末年始：休室

第
52
回	

京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

	

研
究
大
会

　

6
月
30
日
（
日
）
、
精
華
町
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
52
回
京
都
府

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
相
楽
東
部
広
域
連
合
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
林
嘉
人
委
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・
岩
﨑
慎
也
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員
が
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
功
労
者
と
し
て
表
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さ
れ
ま
し
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。

　

ま
た
、
任
期
満
了
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伴
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ス
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ー
ツ
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の
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お
こ
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ま
し
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任
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地
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住
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健
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進
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図
る
た
め
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さ
ま
ざ
ま
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業
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て
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で
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ひ
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加
く
だ
さ
い
。

学
校
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お
け
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夏
季
休
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間
中
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学
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閉
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日
の
設
定

　

教
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員
等
の
健

康
を
保
持
・
増
進
し
、
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
と
と
も
に
、
総
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間
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縮
並
び
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的
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る
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め
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管
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校
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間
中
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定
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ま
す
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ご
承
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い
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だ
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■
学
校
閉
庁
日　
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月
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日
（
土
）
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日
（
日
）
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日
（
月
）
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日
（
火
）
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（
水
）　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
日
（
木
）　
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日
（
金
）

　

■
緊
急
連
絡
先

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　

☎
0
7
7
4
・
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・
4
3
3
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教育

功労者表彰授与式の様子

�【退任】
藤田　好子�委員（笠置町選出）
岩﨑　久敏�委員（笠置町選出）
東　　　隆� 委員（和束町選出）
田中　啓太�委員（和束町選出）
井上　知子�委員（和束町選出）
北本　勝巳�委員（南山城村選出）
石川　信一�委員（南山城村選出）
橋本　昌貴�委員（南山城村選出）

�【新任】
阪井　政夫�委員（笠置町選出）
久保　寿己�委員（和束町選出）
関口　翔平�委員（南山城村選出）
奥田　大和�委員（南山城村選出）

笠置駅

←至木津

至
奈
良
↓

至上野→笠置町役場

木津川笠置大橋

JR関西本線

笠置山

笠置町
産業振興会館

笠置トンネル
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保健・福祉

敬老会（３町村）
　高齢者の方々の長寿をお祝いする敬老会を各町村で開きます。ぜひご参加ください。
�【笠置町】
対　象　満75歳以上の方
日　時　９月15日（日）午後１時～３時30分まで
　　　　（開場時間　午後０時30分）
場　所　笠置町産業振興会館�２階ホール
内　容　�二胡演奏、はいさいさんによる沖縄伝統芸

能、藤田紀江さんによる天童よしみのそっ
くりさん歌謡ショー�等

問合せ　笠置町社会福祉協議会
　　　　　☎0743・95・2750

�【和束町】
対　象　数え70歳以上の方
日　時　９月16日（月・祝）午前９時～
場　所　和束町社会福祉センター　２階大ホール

内　容　�キタノ大地さんによるステージマジック、
ちんどん通信社さんによるステージアトラ
クション�等

問合せ　和束町福祉課
　　　　　☎0774・78・3006（直通）
�【南山城村】
対　象　満70歳以上の方々を対象
日　時　９月７日（土）午後１時30分～４時
場　所　南山城村文化会館�やまなみホール
内　容　�松本恵美子さんによる歌謡ショー
　　　　横山ひろし・春けいこさんの漫才�等
問合せ　南山城村保健福祉課　
　　　　　☎0743・93・0104（直通）

令和元年度 母子家庭人間ドック受診者募集（３町村）
　　母子家庭の母親の健康管理の一助として、京都第一赤十字病院及び日本赤十字社京都府支部の御厚意により、
半日の人間ドック（健診）を実施します。下記要領で受診希望者を募集します。
実施期間　12月～令和２年３月
実施場所　京都第一赤十字病院健診センター
対象者　�　管内に居住する母子家庭の母親であり、平

成31年４月１日時点で、児童扶養手当の受
給者のうち満30歳以上65歳未満の者であっ
て、昨年度に受診をしていない者

申込方法　�　受診申込書に必要事項を記入のうえ82円
切手を貼った返信用封筒を添えて、山城南保
健所または、役場の母子家庭等担当課へ提出。

募集定員　�　おおむね昨年並み予定（京都府内で200
名）。申込みが定員を上回った場合は、受診
できないことがあります。

　　　　�　受診の可否については、申込者に返信用封
筒で直接お知らせします。

申込締切　９月２日（月）必着

検査項目　�尿検査、便検査、血液検査、胸部レントゲン、
胃透視（バリウム検査）、心電図検査、内
科・子宮頸がん検査（検査項目すべてを受検
のこと）

費　用　�　検査に要する経費は無料ですが、精密検査
（再検査）及び交通費は、本人負担となります。

その他　�　特段の事情なく当日キャンセルされた場合
は、来年度以降、本人間ドックの申し込みが
できなくなります。

問合せ　笠置町保健福祉課
　　　　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町福祉課
　　　　　☎0774・78・3006（直通）
　　　　南山城村保健福祉課
　　　　　☎0743・93・0104（直通）

子宮がん個別検診のおしらせ（南山城村）
　８月実施の集団検診を受診出来ない方や、子宮体がん検診を希望される方に、医療機関で受けていただく子宮が
ん個別検診を10月～１月の４カ月間実施します。この機会を活用してぜひ受診してください。
検診費用　子宮頸がん� 1000円
　　　　子宮体がん・頸がん� 1500円
申込み　�８月30日（金）までに南山

城村保健福祉センターへ希望
される医療機関を電話でお申
込みください。

問合せ　南山城村保健福祉センター
　　　　　☎0743・93・0294
　　　　�　�後日、保健福祉センターよ

り受診票を個人宛に送りま
す。

　集団検診は�８月13日（火）・19日
（月）の２日間です。申込みがまだの方
はお申込みください。

医療機関名 所在地 電　話

山
城
南
保
健
所
管
内

京都山城総合医療
センター（山城病院）

木津川市木津駅前
１丁目27番地 ☎0774・72・0235

えくにレディースクリニック 精華町精華台
３丁目12番地―２ ☎0774・95・9168

下里医院 精華町山田下川原22―２ ☎0774・72・1212

いわたレディースクリニック 木津川市高の原イオンショッピングセンター３F ☎0774・39・3999

きゅうま
ウイメンズクリニック

木津川市州見台
７丁目１―28 ☎0774・71・8163

華クリニック 木津川市兜台４丁目３―９ ☎0774・72・2747
伊
賀
市
内

森川病院 伊賀市上野忍町2516―7 ☎0595・21・2425
中産婦人科
緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町761 ☎0595・21・5678
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咳
は
気
管
や
肺
が
関
係
す
る
た
め
内

科
的
な
原
因
が
主
で
す
が
、
耳
鼻
科
に

も
咳
の
患
者
さ
ん
が
多
く
来
ら
れ
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
が
対
応
で
き
る
咳
は
①
気

道
の
炎
症
に
よ
る
も
の
②
ア
レ
ル
ギ
ー

性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
①
は

誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

　

喘
息
も
ア
レ
ル
ギ
ー
に
含
ま
れ
ま
す

が
、
最
近
で
は
呼
気
中
の
一
酸
化
窒
素

濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
気
管

の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
簡
単
に
判
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
咳
の
段
階
で
の
喘
息
の

診
断
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ロ

イ
ド
と
気
管
支
拡
張
剤
の
吸
入
や
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
薬
に
よ
る
確
立
さ
れ
た
治
療

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
炎
症
に
よ
る
咳
は
薬
だ
け
で

は
治
し
に
く
い
も
の
で
す
。
鼻
・
の

ど
・
気
管
に
至
る
粘
膜
は
本
来
う
る
お

い
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
空
気
が
乾
燥

す
る
季
節
で
は
、
粘
膜
が
た
だ
れ
や
す

く
、
バ
リ
ア
ー
機
能
が
障
害
さ
れ
、
粘

膜
の
免
疫
力
が
低
下
し
て
、
風
邪
の
ウ

イ
ル
ス
や
粘
膜
の
常
在
菌
に
よ
る
炎
症

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
炎
症
は

気
道
全
体
で
起
こ
る
た
め
、
後
鼻
漏

（
鼻
汁
が
の
ど
に
流
れ
る
）
を
伴
う
こ

と
が
多
い
で
す
。
炎
症
で
粘
膜
が
た
だ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
菌
が
暴
れ
や
す
く

な
り
、
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。
息
を
吸

う
だ
け
で
空
気
の
刺
激
を
感
じ
て
発
作

的
に
咳
が
出
ま
す
。
粘
膜
が
修
復
さ
れ

る
ま
で
、
咳
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

自
然
に
治
ま
ら
な
け
れ
ば
、
治
療
と

し
て
抗
生
剤
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
他
に
原
因
と
な
っ
た
免
疫
力

低
下
の
対
策
や
粘
膜
の
乾
燥
を
防
い
で

潤
す
こ
と
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
普
段
は
良
い
と
さ
れ
て
い
る
運

動
や
適
量
の
飲
酒
も
咳
を
治
す
と
き
は

控
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
程
度
の
軽
い
運
動
で
も
治
り
に
影

響
し
ま
す
。

　

た
だ
れ
た
粘
膜
を
修
復
さ
せ
る
た
め

に
は
、
潤
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
飲

水
や
う
が
い
で
も
気
管
ま
で
潤
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
加
湿
器
も
予
防
に
は

有
用
で
す
が
、
潤
す
力
は
や
や
弱
い
感

が
あ
り
ま
す
。
浴
室
ぐ
ら
い
の
湿
気
が

必
要
で
す
が
、
夏
以
外
の
季
節
で
は
入

浴
時
以
外
は
ほ
ぼ
乾
燥
で
や
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
は
ミ
ス
ト
状

の
薬
液
を
鼻
と
の
ど
か
ら
吸
入
す
る
方

法
で
粘
膜
を
潤
し
な
が
ら
、
抗
生
剤
な

ど
の
薬
液
を
直
接
粘
膜
に
作
用
さ
せ
る

治
療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

炎
症
に
よ
る
咳
は
夏
に
少
な
く
、
昼

夜
の
気
温
差
が
大
き
く
空
気
の
乾
燥
が

目
立
つ
春
と
秋
に
多
く
、
花
粉
症
と
思

っ
て
長
ら
く
様
子
を
見
て
お
ら
れ
る
方

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
慢
性
化
し
て
治

り
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

鈴
木
耳
鼻
咽
喉
科

鈴
木
慎
二

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
53 

耳
鼻
咽
喉
科
で
の
咳
の
治
し
方

保健・福祉

洪
水
情
報
が

緊
急
メ
ー
ル
で
自
動
配
信

　

国
が
管
理
す
る
木
津
川
で
、
川
が
氾
濫
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
時
に
、
そ
の
周
辺
に
い
る
人
に

氾
濫
の
危
険
を
お
知
ら
せ
す
る
防
災
気
象
情
報
が

自
動
配
信
さ
れ
ま
す
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
届
い

た
ら
、
市
町
村
か
ら
の
避
難
情
報
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
各
自
安
全
確
保
を
図
る
な
ど
、
適
切
な

防
災
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
か
ら
防
災
気
象
情
報
や
リ
ア
ル

タ
イ
ム
河
川
情
報
等
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

６
月
３
日
（
月
）
よ
り
、
水
害
・
土
砂
災
害
情

報
統
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
台
風
期
を
迎
え
ま
す
の
で
、
風
水
害
等
の

有
事
の
備
え
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

水
害
・
土
砂
災
害
情
報
統
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

（https://w
w
w
.river.go.jp/portal/

）

　

川
の
防
災
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
掲
載
の

と
お
り
。

問
合
せ　

国
土
交
通
省
淀
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

　
　
　
　

防
災
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
2
・
8
5
6
・
3
1
3
1

雨量、川の水位、河川カメラ画像
を確認できます。住民の方々が
自ら氾濫の危険性を知り、的確
な避難行動に役立ててください。

川の防災情報川の水位情報

身の回りでどんな災害が起こり
うるのか、調べることができます。

ハザードマップポータルサイト

安心・安全

相楽東部地域包括ケアワークショップ ～住み慣れた地域で最期まで～
　笠置町・和束町・南山城村の住民の方々が住み慣れ
た地域で自分らしい暮らしを最期まで続けられる地域
づくりを目指して、７月６日（土）に笠置町のつむぎ
てらすで「相楽東部地域包括ケアワークショップ」を
開きました。当日は相楽東部地域の町村長はじめ町村
職員・医療介護職・社会福祉協議会・老人クラブ・民
生委員等約70人の方々に参加いただきました。
　前半は、国保伊根診療所の石野秀岳所長からご講演
いただきました。相楽東部地域と同様に高齢化が進む
伊根町では、医師と町職員が協働で、住民に「人生の
最期をどこで過ごしたいか」を直接聞き、「そのため
に必要なこと」を住民と一緒に考える住民懇談会を開

いていること、その結果、在宅看取り率が５％から31
％に増加したことなどのお話をうかがいました。
　後半は、相楽地域の地域包括ケアの取組である在宅
療養あんしんネットワーク「きづがわねっと」について、
柳澤衛事務局長からご報告いただいたのちに、相楽東
部地域で暮らし続けるためにできることを参加者がそ
れぞれの立場から意見交換しました。「これからは住
民と意見を交わしながら地域包括ケアの充実に向けた
地域づくりをし
ていきたい」と
の感想を多くい
ただきました。

京都府山城南保健所・相楽東部みらいづくりセンター
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講
座

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

 『
１
度
で
５
回
お
い
し
い
シ
ョ
ー
』

大
道
芸
人
キ
ビ
ー
ト
さ
ん
が
や
っ
て
く
る

実
施
日　

９
月
１
日
（
日
）

時　

間　

�

午
前
11
時
〜
正
午

　
　
　
　
（
午
前
10
時
30
分
開
場
）

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

参
加
対
象　

�

３
町
村
在
住
の

　
　
　
　

０
歳
〜
小
学
生
と
そ
の
家
族

参
加
費　

入
場
無
料

申
込
受
付　

８
月
５
日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）

　
　
　
　

※�

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

�『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

８
月
８
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室

～
ゆ
か
た
茶
会
～
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

８
月
11
日
（
日
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

 『
ハ
ー
ブ
講
座 

2
0
1
9
』

8
月
の
回 

～
夏
／
日
焼
け・肌
ケ
ア
の
仕
方
～

　

今
回
は
、
暑
い
夏
の
水
分
補
給
や
体
調
管
理
に
お

す
す
め
の
ハ
ー
ブ
の
ご
紹
介
。
ま
た
、
日
焼
け
や
夏

の
お
肌
へ
の
ハ
ー
ブ
ケ
ア
の
仕
方
も
お
伝
え
し
ま
す
。

日　

時　

8
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
の
部　

10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

午
後
の
部　

7
時
〜
8
時
30
分

場　

所　

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
和
束�

1
階
研
修
室

受
講
料　

お
ひ
と
り
様
1
5
0
0
円

※�

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
試
飲
ま
た
は
プ
チ
お
土
産
付

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　

ハ
ー
ブ
担
当　

田
内
（
た
う
ち
）
ま
で

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
3
9
6（
代
表
）

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

（
障
害
者
移
動
支
援
従
業
者
養
成
研
修
）

日　

時　

�
９
月
28
日
（
土
）
・
10
月
５
日
（
土
）　

　
　
　
　

�

両
日
共
に
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
演
習
１
日（
６
時
間
）

場　

所　

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

木
津
川
市
加
茂
町
里
南
古
田
１
５
６
番
地���

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･
76
･
4
6
1
1

　
　
　
　

※�

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
よ
り
徒
歩
５
分（
駐
車
場
は

あ
り
ま
す
）

受
講
料　

５
０
０
０
円

定　

員　

30
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

締　

切　

９
月
13
日
（
金
）

申
込
方
法　

�

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
生
年

月
日
・
連
絡
先
（
電
話
番
号
・
携
帯
番
号
・

F
A
X
番
号
等
）
、所
持
資
格
を
ご
記
入

の
上
、F
A
X
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
も
可
）

問
合
せ　

�

社
会
福
祉
法
人
い
づ
み
福
祉
会�

サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
い
づ
み
（
担
当
：
東
村
）

　
　
　
　

木
津
川
市
加
茂
町
里
東
里
42

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･
7
6
･
2
5
3
5

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
･
3
4
･
2
2
7
7

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員
養
成
講
座

実
施
日　

9
月
〜
12
月
の
指
定
の
7
日
間

　
　
　
　

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

場　

所　

�

精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
京
都
市
伏
見
区
）

参
加
対
象　

◇�

京
都
府
内（
京
都
市
除
く
）に
住
所
が
あ
る
方

　
　
　
　

◇
す
べ
て
の
講
座
を
受
講
で
き
る
方

　
　
　
　

◇�

講
座
修
了
後
、こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
方

申
込
み　

�

8
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
山
城
南
保
健
所

に
て
要
申
込
み

問
合
せ　

京
都
府
山
城
南
保
健
所　

�

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･
72
･
0
9
7
9

山
城
地
域
消
費
生
活
リ
レ
ー
講
座
2
0
1
9

 「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続・遺
言
」

　

相
続
法
が
約
40
年
ぶ
り
に
大
き
く
改
正
さ
れ
、今
年

７
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。自
身
の
相
続
・
遺

言
な
ど
の
準
備
の
た
め
に
高
齢
者
や
そ
の
子
ど
も
世
代

が
知
っ
て
お
く
べ
き
内
容
を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
26
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

宇
治
市
役
所　

８
階
大
会
議
室

講　

師　

京
都
司
法
書
士
会
所
属
の
司
法
書
士

定　

員　

50
人

受
講
料　

無
料

受　

付　

９
月
５
日
（
木
）
か
ら
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

宇
治
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
20
・
８
７
９
６

催
し

�
８
月
は「
人
権
強
調
月
間
」で
す

 「
多
様
な
性
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

人
権
パ
ネ
ル
展

　

京
都
府
で
は
、毎
年
８
月
を「
人
権
強
調
月
間
」と

定
め
、期
間
中
は
府
下
一
斉
に
差
別
や
人
権
問
題
を
な

く
す
た
め
各
種
啓
発
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
、８
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）、午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
の
間
、和
束
町
役
場

１
階
ホ
ー
ル
に
て
、「
多
様
な
性
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
パ
ネ
ル
展
を
開
き
ま
す
。

問
合
せ　

�

和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

第
29
回 

相
楽
合
唱
祭

日　

時　

�

９
月
１
日
（
日
）
午
後
０
時
45
分
開
場
・

１
時
開
演
・
４
時
30
分
終
演
予
定

場　

所　

�

木
津
川
市
加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー�

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

参
加
団
体　

�

楽
歌
声
（
笠
置
町
）
、コ
ー
ラ
ス
・
グ
リ
ー

ン
茶
（々
和
束
町
）、や
ま
な
み
コ
ー
ラ
ス

（
南
山
城
村
）、や
ま
な
み
シ
ル
バ
ー
コ
ー

ラ
ス（
南
山
城
村
）�

な
ど
19
団
体

入
場
料　

無
料

主　

催　

相
楽
合
唱
連
盟

後　

援　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会�

等

問
合
せ　

相
楽
合
唱
連
盟
（
担
当
：
石
井
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
76
・
２
０
５
６

Ｈ　

Ｐ　

http://sorakurenm
ei.g2.xrea.com

聴
覚
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

日　

時　

�

8
月
4
日（
日
）・
5
日（
月
）・
7
日（
水
）・

9
日（
金
）・
19
日（
月
）・
21
日（
水
）・
23
日

（
金
）　

各
回�

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

内　

容　

�

流
し
そ
う
め
ん
・
B
B
Q
・
映
画
鑑
賞（
字

幕
付
き
）・
屋
台
ご
っ
こ�

な
ど

場　

所　

�

基
本
的
に
は
、
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ

ン
タ
ー
で
す
が
、
取
り
組
み
内
容
に
よ
り

府
内
の
他
施
設
も
利
用
し
ま
す
。

申
込
締
切　

参
加
日
の
2
日
前
ま
で

対
象
者　

�

聴
覚
障
害
の
あ
る
小
学
生
・
中
学
生
や
そ

の
兄
弟
・
友
達

※
高
校
生
以
上
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
可
能

参
加
費　

�

各
回
3
0
0
円
（
材
料
費
が
か
か
る
場
合

は
別
途
連
絡
し
ま
す
）

申
込
方
法　

�

F
A
X
ま
た
は
電
話
に
て
、氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
F
A
X
番
号
・
子
ど
も
の
年
齢
・
聞

こ
え
の
程
度
・
参
加
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

in
fo
rm

ation

おしらせ
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問
合
せ
･
申
込
み

　
　
　
　

聴
覚
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
行
委
員
会

　
　
　
　

事
務
局
・
乾

　
　
　
　

�
〒
6
1
0
―

0
1
2
1

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64　
　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･
30
･
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
･
55
･
7
7
0
8

２
０
１
９
年
度 

京
都
府

「�

聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

第
1
回 

京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ　

日　

時　

９
月
７
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内　

容　

�

中
途
失
聴
者
、
難
聴
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
社
会
参
加
・
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
お
話
と
体
験
・
相
談

場　

所　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

定　

員　

80
人

申
込
方
法　

�

F
A
X
・
電
話
・
メ
ー
ル
・
は
が
き
で
左

記
申
込
み
先
ま
で
。

締　

切　

８
月
29
日
（
木
）

申
込
み
先
・
問
合
せ

　
　
　
　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
担
当
：
乾
・
宮
原
・
中
島
）

　
　
　
　

〒
６
１
０
―

０
１
２
１

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
30
・
９
０
０
０　

　
　
　
　
　

FAX
０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

　
　
　
　
　

�kikoe-shien@
kyoto-chogen.or.jp

京
都
府
地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

第
14
回 

「
青
空
」教
育
講
演
会
と
み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

～
増
え
続
け
る
不
登
校
問
題
を
考
え
る
～

講　

師　

�

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
フ
ォ
ロ
」

　
　
　
　

理
事
・
事
務
局
長　

山
下
耕
作
さ
ん

日　

時　

�

９
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
開
場
・
６
時
30
分
開
始

場　

所　

�

精
華
町
か
し
の
木
苑
「
大
ホ
ー
ル
」
（
入

場
無
料
）

主　

催　

�

京
都
府
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援
の
会「
青
空
」

問
合
せ　
「
青
空
」
代
表
・
佐
々
木

　
　
　
　
　

☎
０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９

　
　
　
　
　

（
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

出
願
期
間　

◇
第
１
回　

８
月
31
日（
土
）ま
で

　
　
　
　

◇
第
２
回　

９
月
１
日（
日
）〜
20
日（
金
）

問
合
せ　

放
送
大
学
京
都
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
３
７
１
・
３
０
０
１

　
　
　
　

ま
た
は　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
２
・
20
・
７
８
７
０

※�

資
料
を
無
料
で
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

右
記
問
合
せ
先
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

��「
第
27
回 

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
」

出
演
団
体
募
集

日　

時　

�

令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
大
字
北
大
河
原
小
字
久
保
8

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
･
93
･
0
5
6
0���

募
集
内
容　

�

演
奏
・
合
唱
・
詩
吟
・
舞
踊
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
の
舞
台
発
表

募
集
団
体　

13
団
体
程
度

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
出
演
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

出
演
時
間　

�

入
退
場
を
含
め
て
１
団
体
15
分
以
内（
厳
守
）

出
場
資
格　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
在
住
ま
た
は
活

動
す
る
５
人
以
上
の
団
体

出
場
条
件　

�

出
演
団
体
の
代
表
者
は
実
行
委
員
会
委
員

と
な
る
こ
と
。

出
演
料　

１
団
体
4
0
0
0
円
（
予
定
）

入
場
料　

無
料

申
込
方
法����

ハ
ガ
キ
に
「
第
27
回
相
楽
の
文
化
を
創
る

つ
ど
い
」
出
演
希
望
と
明
記
し
、
グ
ル
ー

プ
名
・
出
場
予
定
人
数
・
発
表
種
目
と
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

�

〒
６
１
９
ー

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15（
相
楽
会
館
内
）

　
　
　
　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

締　

切　

８
月
30
日
（
金
）
〔
消
印
有
効
〕

　
　
　
　

※�

お
問
合
せ
は
、
相
楽
の
文
化
を
創
る
つ

ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
･
72
･
0
4
2
1

主　

催　

相
楽
の
文
化
を
創
る
つ
ど
い
実
行
委
員
会

令
和
元
年
度
自
衛
官
募
集

募集種目及び試験期日等
募集種目 受付期間 試験期日 資　格

航空学生
7月1日（月）

～
9月6日（金）

1次 ��� 9月16日（月･祝）
2次 ��10月15日（火）～
� �　　20日（日）
3次 ��海���11月22日（金）～
� �　��12月18日（水）
� �空���11月16日（土）～
� �� �12月19日（木）

海�18歳以上23歳未満の者
� ※�高卒または高専3年次修

了者（いずれも見込含）
空��18歳以上21歳未満の者
� ※�高卒または高専3年次修

了者（いずれも見込含）

一般曹
候補生

7月1日（月）
～

9月6日（金）

1次 �� 9月20日（金）～
� �　　22日（日）
2次 �10月11日（金）～
� �　　16日（水）
�いずれか1日を指定します。

18歳以上33歳未満の者
※�32歳の者は、採用予定月の
末日現在、33歳に達してい
ない者

自衛官
候補生

男
子年間を通じ
ておこなっ
ております。

受付時に
おしらせします。（注）

18歳以上33歳未満の者
※�32歳の者は、採用予定月の
1日から起算して3月に達す
る日の翌月の末日現在、33
歳に達していない者

女
子

（注）�令和２年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験
は、令和元年９月16日以降におこないます。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、左
記
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
及
び
問
合
せ

　
　
　
　

⑴
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
８
０
３
・
０
８
２
１

　
　
　
　

⑵
宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
―

５

　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｃ�

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
２
０
２
号
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
44
・
７
１
３
９

　
　
　
　

⑶
㋐
笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　
　
　
　
　

㋑
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

　
　
　
　
　

㋒
南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　
　
　
　

⑷
そ
の
他

　
　
　
　
　
　

�　

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お

い
て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
山
城
病
院
組
合

職
員
募
集

職種・募集人員及び応募資格
職　種 募集人員 応　募　資　格

事務職員
（大卒）

若干名

平成元年４月２日以降の出生者で、学校
教育法による４年制大学（同程度と認め
るものを含む。）を卒業した者（令和２年
３月卒業見込み者も可）

事務職員
（短大卒）

平成３年４月２日以降の出生者で、学校
教育法による短期大学又は高等専門学校
（同程度と認めるものを含む。）を卒業し
た者（令和２年３月卒業見込み者も可）
※�上記（大卒）に該当する方は受験でき
ません。

事務職員
（高卒）

平成５年４月２日以降の出生者で、学校
教育法による高等学校（同程度と認める
ものを含む。）を卒業した者（令和２年３
月卒業見込み者も可）
※�上記（大卒又は短大卒）に該当する方
は受験できません。　

　
　

受
付
期
間　

８
月
５
日
（
月
）
〜
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

た
だ
し
、土
・日
・
祝
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

informationおしらせ
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受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※�

試
験
必
要
書
類
を
本
人
が
直
接
、
事
務

局
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
、
代

理
人
に
よ
る
提
出
は
不
可
）

　
　
　
　
　

�
そ
の
他
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
当
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

採
用
試
験
日

　
　
　
　

９
月
22
日
（
日
）

採
用
予
定
日

　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
１
日

問
合
せ　

〒
6
1
9
―

0
2
1
4

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
一
丁
目
27
番
地

　
　
　
　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
２
３
５

Ｈ　

�

Ｐ　

http://w
w
w
.yam

ashiro-hp.jp

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

９
月
８
日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
５
時
15
分

　
　
　
　
（�

当
日
の
気
象
状
況
に
よ
り
、中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

場　

所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

�

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法
及

び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
方
法
・
傷
病
者
管
理
法
・
副
子
固
定

法
・
熱
傷
の
手
当
・
搬
送
法

対
象
者　

�

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山

城
村
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
在
勤
者
で
普

通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
ま
た
は
Ⅲ
の
修
了
者

　
　
　
　
（
原
則
、中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募
集
人
員　

先
着
30
人

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

◇
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◇�

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

◇
開
始
15
分
前
に
は
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◇
各
自
で
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
お
昼
休
み
の
外
出
は
可
能
で
す
。
）

申
込
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

　
　
　
　
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
２

相
談

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

8
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

�

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

8
月
27
日
（
火
）

時　

間　

午
前
1
時
30
分
〜
4
時

場　

所　
�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

�
和
束
町
人
権
啓
発
課
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談

（
南
山
城
村
）

実
施
日　

８
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

８
月
20
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前

予
約
は
８
月
19
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
受
付
け

て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

８
月
６
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

８
月
21
日（
水
）

東
部
集
会
所

８
月
23
日（
金
）

笠
置
会
館

８
月
28
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

８
月
16
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

８
月
23
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

８
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅�

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料�

問
合
せ　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

FAX
０
７
７
４
・
71
・
0
7
0
5

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

8
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
２
時
〜

場　

所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相
楽
会

館
内
）

内　

容　

�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定
（
聴

力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴

こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
8
月
20
日（
火
）

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。ご
予
約
の
際
、

お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
）・
相
談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

し
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
込
み
が
多
い
場
合

は
、変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
　

FAX
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

そ
の
他

お
盆
期
間
に
お
け
る

循
環
バ
ス
運
行
の
お
し
ら
せ

　

８
月
13
日
（
火
）
〜
16
日
（
金
）
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
土
日
祝
用
ダ
イ
ヤ
で
の
運
行
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

笠
置
町
戦
没
者
追
悼
式

実
施
日　

９
月
５
日
（
木
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

参
加
対
象　

戦
没
者
ご
遺
族

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

in
fo
rm

ation

おしらせ
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　５月以降、毎週のように受入していた農泊も、少し
落ち着いてきました。
　８月からは、受入家庭に登録していただいている人
向けの、勉強会も始まります。
　農泊とは何か、何に気をつければよいのか基本を学
ぶ「農泊の基本」（受入家庭に登録いただいた人は一
度は受講必須。全国で農泊を推進する藤澤先生の講座
です）のほか、受入の際、やることに困るという人に
向けた「抹茶アート体験」、和束で茶農家にしかでき
ない農家民宿えぬとえぬを営む北さんによる「お茶を
使ったおもてなし講座」、また、これは初めての試み
ですが、「教育現場の現状を知ろう」と題し、なぜ学
校が修学旅行に農泊を受け入れるのか、何を求めてい

るのかを知る機会を設けました。９月以降も多数予定
しています。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した
「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもたちや
海外のみなさんと農村のありのままの生活を共に送る
「農泊］事業を進めています。
　子どもたちといっしょにごはんを作り、お茶を急須
で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしていただき
ます。少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠
置町・和束町・南山城村のみなさん。受入開始、また
その後まで、事務局が全力でサポートいたします。お
気軽にご連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：下村・吉田
E-mail：info@chagenkyo.com

農泊受入の予定
受入月日 国・地域 年代 人数

８月� 3日（土） 中国（２泊） 小学生 35

８月� 7日（水） フランス 大人 12

受入家庭向け勉強会の予定　※場所はグリンティ和束（和束町白栖大峡間35）です
No 月　日 時　間 タイトル 講�師

1 ８月20日（火）
午後６時30分～７時30分 抹茶アート体験 吉田さん

午後７時30分～８時30分 お茶を使ったおもてなし 　北　さん

2 ８月26日（月）午後７時� ～８時30分 農泊の基本（※受講必須） 藤澤さん

3 ９月� 5日（木）午後６時30分～８時 教育現場の現状を知ろう 藤田さん

informationおしらせ

農村宿泊体験（農泊）8月の予定

やまなみキネマ
アニメーション「クルードさんちのはじめての冒険」上映会
　ときは、文明が未発達の“原始時代”
父�グラグの教えによってほとんど外に出ることなく、洞窟で暮らしていたクルード一家。
ところがある日…
洞窟が崩れてしまい、家を失ってしまう。彼らは仕方なく新しい家を見つけるため外の世
界へと足を踏み出すが…。
おかしな動物たちとの出会いなど、驚きに満ちた冒険が始まる！

日　時　８月24日（土）上映時間
99分 　◦吹替え　午前10時30分～◦字　幕　午後２時～〔各30分前開場〕

場　所　南山城村文化会館�やまなみホール
入場料　無料（要予約・チケットをお渡しいたします。）
主　催　南山城村
後　援　相楽東部広域連合教育委員会
問合せ　南山城村文化会館�やまなみホール　
　　　　　☎0743・93・0560　ＦＡＸ0743・93・0596

中国からの中学生受入の様子（７月）

© 2018 Universal Studios. All Rights Reserved.
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「令和元年笠置夏まつり」
パーク&ライドご協力のお願い

人権擁護委員
 「退任式・委嘱状伝達式」

　８月３日（土）午後6時から、笠置町で「令和元年笠
置夏まつり」が開かれます。当日は、国道163号を始め
笠置町内での混雑が予想されます。
　また、笠置町内の駐車場が満車になった場合には、通
行許可証を持たない車両の笠置大橋からの南下通行を規
制させていただきます。
夏まつりにお越しのお客様は、
　加茂駅近接の「加茂文化センター（あじさいホール）」
　大河原駅近接の「南山城村文化会館（やまなみホール）」
に駐車のうえ、公共交通でお越しください。

　上記ホールに駐車していただき、公共交通でお越しの
お客様には、お得な「いこいの館割引チケット」を差し
あげます。

　笠置町では、７月４日（木）に人権擁護委員退任式並
びに委嘱状伝達式をおこないました。平成９年から22
年間ご活動いただきました山本幸男さんが退任され、法
務大臣からの感謝状並びに城南人権擁護委員協議会から
記念品が贈呈されました。在任中は人権擁護委員として、
人権相談・人権啓発活動等広域にわたり、ご尽力いただ
きありがとうございました。
　退任に伴い、後任の委員となる有田香津子さんに法務
大臣からの委嘱状を京都地方法務局宇治支局長より伝達
されました。
　笠置町の人権擁護委員は有田香津子さんを含め、寺阪
良子さん、二滝久功さんの３人となり、月１回の人権相
談、夏・冬の人権啓発、人権の花配布事業など様々な啓
発活動をおこなっています。

パーク&ライドとは
　自動車等を郊外の公共交通機関乗降所に設けた駐車
場に停車させ、そこから鉄道や路線バスなどの公共交
通機関に乗り換えて目的地に行く方法です。

163

P

←至木津川市

木津川

ローソンあじさい
ホール

至笠置町→

加茂駅

163

P

←至笠置駅

南山城村役場

やまなみ
ホール

至月ヶ瀬口駅→

←至笠置町 至伊賀市→

大河原駅

木津川

in
fo
rm

ation

おしらせ

京都きづ川 アクティビティフェスタ 2019
　多くの皆様に大好評をいただいたアクティビティフェスタ、第２弾！
　今回も、たくさんの新しいアクティビティを用意しました。初めての方、ご家族での参加も大歓迎。指導者がやさしく
教えてくれます。心に残る楽しい自然体験を満喫！一日では遊びきれないかも！

日　時　９月21日（土）　午前９時30分～午後４時
場　所　◇笠置町　エリア
　　　　　（�天然わかさぎ温泉いこいの館・木津川河川敷・

笠置山）
　　　　◇和束町　エリア
　　　　　（湯船マウンテンバイクランド・てらす和豆香）
　　　　◇南山城村エリア
　　　　　（やまなみホール周辺・高山ダム）
内　容　�ボルダリング、マウンテンバイク、カヌー、スタ

ンドアップパドルボート、リバーブギ、河川騎馬
パトロール隊体験、ウォーターボール、ドローン
（操縦・プログラミング）/VR体験、笠置山パワ
ースポットめぐり、茶摘み、抹茶アート、お茶
の淹れ方教室、ゴルフカート茶源郷見学ツアー、

　　　　�茶香服（ちゃかぶき）、高山ダム堤内探検ツアー、
むらダンス、バーベキュー、地元食材フードコー
ナー　他

費　用　無料～3,000円　イベント特別価格！
申込み・問合せ
　　　　�WEBサイトで事前申し込み
　　　　「京都きづ川アクティビティフェスタ」で検索
　　　　京都きづ川アクティビティフェスタ事務局
　　　　ジーク（株）　☎075・681・0512
主　催　�相楽東部「ひと・企業」
　　　　誘致促進協議会
　　　　［京都府・笠置町・和束町・
　　　　　南山城村］

感謝状の贈呈
左：法務局宇治支局 向井支局長
右：山本幸男さん（退任）

委嘱状の伝達
右：有田香津子さん（新任）
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◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セ
ンターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
９月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
９月� 1日（日） 内科
９月� 8日（日） 内科
９月15日（日） 内科･小児科
９月16日（月・祝） 内科
９月22日（日） 内科･小児科
９月23日（月・祝） 内科
９月29日（日） 内科・小児科

※8月分については広報れんけい7月号をご覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）

☎0774・73・9988（直通）

伊賀・山城南
定住自立圏連携事業
伊賀市･笠置町･南山城村
救急・健康相談ダイヤル24

0120・4199・22
　�　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応えします。
通話料・相談料は無料です。

◇�ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場合によって
はお名前と年齢を告げてください。

◇どこからでも伊賀市・笠置町・南山城村にお住まいのみな
さんが無料（フリーダイヤル）でご相談できます。
◇�プライバシーは厳守されるシステムになっておりますので、
安心してご相談ください。

日時・内容
回 日　時 テーマ・講師 会　場

１
９月５日（木）
午後１時30分～
　　３時30分

テーマ　「悪い奴らに騙されないで！」～特殊詐欺の現状と対策～
講　師　京都府木津警察署生活安全課　生活安全係警部補　市場智也さん
テーマ　「消費者トラブル最前線！」�～�はい!こちら相楽消費生活センターです～
講　師　相楽消費生活センター　消費生活相談員　渡邊孝子さん

相楽会館
大ホール

２
９月19日（木）
午前８時45分～
午後４時30分　

テーマ　綾部市のエシカル消費の取組みについて
◇一部　�「�茅葺き古民家の和風宿『あやべ吉水』訪問、お宿の亭主と女将からのお話：

里山の懐かしい暮らしに宿る私たちの未来を体感しよう」
（昼食）KOKUからのケータリング
◇二部　�KOKU代表�宮園ナオミさん（米粉マイスター協会認定米粉インストラクター）

によるテーマ｢様々な米の消費の仕方を提案し地産米を推進する活動」
帰りは道の駅「京丹波�味夢の里」に途中下車します

相楽会館集合
（マイクロバスで移動）

３
９月27日（金）
午後１時30分～
　　３時30分

テーマ　「食で育むからだ・脳・こころ」
講　師　㈱大阪ガスクッキングスクールインストラクター栄養士　杉本真由美さん
テーマ　「冷蔵庫スッキリで食品ロスゼロへ!」
講　師　整理収納アドバイザ―　山本紗弥香さん 相楽会館

大ホール

４
10月17日（木）
午後１時30分～
　　３時30分

山城地域消費生活リレー講座2019
テーマ　「知っておきたい相続遺言」
講　師　京都司法書士会所属　司法書士

５
10月23日（水）
午前10時～
午後３時

テーマ　「秋の鹿背山満喫体験と施設見学」
内　容　�大人気の柿狩り（鹿背山地区）地産地消ランチ（あいはうす鹿背山）施設見

学（環境の森センターきづがわ）

あいはうす鹿背山
集合

※講師の都合により、内容を変更する場合があります。

定　　員　第１・３・４回は50人、第２・５回は20人
参加資格　�木津川市及び相楽郡に在住・在勤・在学の方
　　　　　（�ただし、第４回はどなたでも参加していた

だけます。）
参 加 費　�第１・３・４回は無料。
　　　　　第２回は2500円（昼食代含む）
　　　　　第５回は2000円（昼食代含む）
主　　催　�相楽郡広域事務組合（相楽消費生活センタ

ー）・山城ごはん実行委員会（第２・５回
共催）・京都府山城広域振興局・山城地域
市町村（第4回共催）

申込方法　�電話・FAXのいずれかの方法で「消費生
活講座参加希望」の旨と、氏名・住所・電
話番号・参加予定日をお伝えください。

申込受付　�８月５日（月）から申込みを受付けます。
申込み多数の場合は抽選、申し込まれた方
全員に受講の可否の連絡をします。

申込締切　�第１回�� 8月29日（木）
　　　　　第２回�� 9月12日（木）
　　　　　第３回�� 9月20日（金）
　　　　　第４回�10月10日（木）
　　　　　第５回�10月16日（水）
　　　　　※�定員に満たない場合は締切日以降も受付します。

相楽郡広域事務組合までお問合せください。
問 合 せ　相楽郡広域事務組合
　　　　　事務局　　　　　　　☎0774・72・0421

　　　　　笠置町商工観光課　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　　和束町農村振興課　　☎0774・78・3008（直通）
　　　　　南山城村産業観光課　☎0743・93・0105（直通）
申 込 み　〒619-0214�木津川市木津上戸15�相楽会館内�
　　　　　相楽郡広域事務組合（相楽消費生活センター）
　　　　　　☎0774・72・0421
　　　　　　ＦＡＸ0774・72・0470
Ｈ　　Ｐ　http://www.souraku-kyoto.or.jp

令和元年度 消費生活講座 ～エシカル消費ってご存知ですか？～

informationおしらせ

16
ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄付金基金」へ次のとおりご寄付をいただきました。（令和元年６月受付）
　氏名：神山拓也様　　住所：京都市　　寄付金額：30,000円　　／　　氏名：匿名様　　住所：京都市　　寄付金額：30,000円
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町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠　　置

一般書
つみびと 山田　詠美
チョコレート・ガール探偵譚 吉田　篤弘
慈雨 柚月　裕子

児童書
しょうぎはじめました 間部　香代
美と芸術って、なに？ オスカー・ブルニフィエ
どうぶつ学園のふしぎなまど そそぐ　まこと

和　　束

一般書
暁天の星 葉室　麟
椿宿の辺りに 梨木　香歩
台風家族 市井　点線

児童書

作り直し屋
―十年屋と魔法街の住人たち― 廣嶋　玲子

999ひきのきょうだいの
ほしをさがしに 村上　康成

まるのおうさま 粟津　潔

南山城村

一般書
本と鍵の季節 米澤　穂信
カゲロボ 木皿　泉
ねことじいちゃん　③④⑤ ねこまき

児童書
ポケモンをつくった男�田尻智 学習まんが人物館
あれあれあれれ つちだ　のぶこ
あかいろうそく 新美　南吉

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★�Pick�UP�★
「つみびと」
山田　詠美�/�著

　灼熱の夏、彼女はなぜ
幼な子２人を置き去りに
したのか？追い詰められ
た母親、死に行く子ども
たち…。痛ましい事件の
深層に分け入る、迫真の
長編小説。

「第47回 木津川を美しくする作品展」作品募集
募集種目・規格
　　　　①標語の部　�河川美化を主題としたもの
　　　　②短歌の部　�木津川を主題としたもの
　　　　③俳句の部　�木津川を主題としたもの
　　　　④詩の部　�　木津川を主題としたもの（800字以内）
　　　　⑤作文の部　�木津川及び河川美化を主題としたも

の（小中学生に限る。1600字以内）
　　　　⑥ポスターの部
　　　　　　　　　　�河川美化を主題としたもの（小中学

生に限る。サイズ・画用紙四つ切）
　　　　⑦書道の部　�木津川を美しくする、自然を愛する

気持ちから想起されることを主題と
したもの。

　　　　　　　　　　�（小中学生に限ります。作品に学年
及び氏名を記載し、用紙サイズは書
き初め用八つ切・縦68㎝×横18㎝
程度とすること。通常半紙の作品は
不可。書体は小学生が楷書、中学生
が楷書または行書とします。）

受付期限　８月23日（金）（厳守）
　　　　�　ただし、木津川市及び相楽郡内小中学校を通じ

て応募する児童生徒の場合において、各小中学校
から各市町村支部事務局への受付期限を９月５日
（木）とします。

提出先　�木津川を美しくする会各市町村支部事務局
　　　　�　ただし、木津川市及び相楽郡内小中学校の児童

生徒については各学校。また、左記以外の応募者
については本部事務局。

応募方法　�必ず各市町村支部事務局に備えている応募票に必
要事項を明記すること。

応募資格　�原則として木津川市及び相楽郡内在住または勤務
するものとしますが、それ以外の応募についても
受け付けます。ただし、作品展の審査員及び本会
関係役職員を除きます。

作品の返還
　　　　�応募作品は原則として返還しません。ただし、ポ

スター・書道のみ事前申出者には返却します。
その他　�応募作品は未発表のものに限り、１人１種目２点

以内（厳守）とします。また、応募作品を主催者
の事業目的により複写転載することについて、本
人は異議申立及び求償はできません。

問合せ　〒619―0214�木津川市木津上戸18―１
　　　　（京都府山城広域振興局木津地域総務室内）
　　　　木津川を美しくする会本部事務局
　　　　　☎0774・72・0051
　　　　　ＦＡＸ0774・72・8531

in
fo
rm

ation

おしらせ

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　８月18日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター
　　　　　１階ホール
　問合せ　　☎0774・78・4013

☆『ブックカフェ』課題図書について
　秋の『ブックカフェ』は「紹介したい本」とは別に、課題図書として
「よしもとばなな」の著作のうちどれでも１冊以上、読了してお越し
ください。「紹介したい本」はおひとり３冊までをご持参ください。も
ちろん見学のみのご参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参加く
ださい。『ブックカフェ』の詳しい情報はれんけい９月号に掲載します。

和束町体験交流センター図書室より
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ベストショットまち＊むら 笠置町

　「復刻版�京都笠置炭酸サイダー」が、笠置まちづくり株式会社を中
心に各所で販売しています。笠置町は国内の商用炭酸ミネラルウォータ
ー発祥の地とされております。明治期に販売されていたとみられる商品
のラベルを再現し、地域を盛りあげる新名物として期待を寄せています。
　☆レトロなラベルのシュワッとサイダー☆ぜひこの夏に味わってみて
ください。
問合せ　笠置まちづくり株式会社
　　　　（事務所：笠置町笠置佃46番地�産業振興会館内）
　　　　 開館時間：午前9時～午後5時
　　　　 休館日：毎週月曜日（祝日のときはその翌日）、12月30日～1月4日
　　　　（作業場：笠置町笠置市場�旧「ファミリーショップまつもと」）
　　　　　☎0743・95・2088

復刻版 京都笠置炭酸サイダー

粗大ごみの出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）

広
報

2019.8
◦

第
161号

人口・世帯数
（令和元年７月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295�京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
ＦＡＸ0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411�京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
ＦＡＸ0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303�京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
ＦＡＸ0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 3,923人　
世帯数� 1,709世帯

（減9）
（減4）

人　口� 1,306人　
世帯数� � �636世帯

（減2）
（減2）

人　口� 2,707人　
世帯数� 1,237世帯

（減10）
（減2）

出せるもの（一例）
家具類・ふとん・カーペット・アルミ製品・調理器具
電化製品（テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン、パソコンを除く）

粗大ごみで収集しないもの（一例）
◎法律で定められたもの（家電リサイクル法等）
　テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機・パソコン
◎危険なもの　　消火器・ガスボンベ・廃油・農薬・火薬類
◎専門的なもの
　自動車部品（タイヤ・バッテリー等）・農機具類
◎処理困難物　　畳・ドラム缶・浴槽・ピアノ

出す時の注意
◇�カーペットや布団などは小さくたたみ、縛って出してく
ださい。

◇�刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目を明記して
出してください。

◇��ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、段ボール
箱等に入れて出してください。

　笠置町・和束町・南山城村から集められた粗大ごみの中にはスプレー缶・空き缶・ペットボトル等の混入が目立っています。
　ごみの分別にご協力ください。

粗大ごみ

◆粗大ごみ収集日
　笠 置 町　毎月　第４月曜日
　和 束 町　毎月　第３火曜日（湯船・中和束）
　　　　　　　　　第４火曜日（東和束・西和束）

南山城村　毎月　第１月曜日（高尾・田山・今山・奥田・押原・
� 本郷・南大河原）
　　　　　　　　第２月曜日（月ヶ瀬NT・野殿・童仙房）

● カーペットやふとんなど
は小さくたたみ、しばっ
て出してください。

編
集
・
発
行
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楽
東
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運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40
◦加茂駅発
　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!




